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　豊
田
公
民
館
で
は
、
10
月
31
日
（
火
）
に
、

高
齢
者
学
級
「
音
楽
で
脳
が
イ
キ
イ
キ
！
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
学
級
は
、
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、

講
師
に
は
、
日
本
音
楽
療
法
学
会
音
楽
療
法

士
・
山
崎
み
や
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
歌
っ

た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
な

ど
、
音
楽
を
通
し
て
脳
を
活
性
化
す
る
「
音

楽
療
法
」
に
よ
り
、
高
齢
者
の
方
の
生
活
・

認
知
機
能
全
般
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　以
前
は
女
性
の
方
の
参
加
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
、
男
性
の
方
の

参
加
も
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、
主
催
者
側

と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

高
齢
者
学
級

「
音
楽
で
脳
が
イ
キ
イ
キ
！
」

主体的な介護予防へ

先生の演奏に合わせて、歌ったり楽器を使ったりします
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　次
回
の
学
級
は
、来
年
の
３
月
16
日
（
火
）
に
、

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
介
護
予
防
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

風船を使った体操も行います
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公民館 の文化祭 中央・北部・西部・豊田

　中
央
公
民
館
は
、
10
月
15
日
（
日
）

に
芸
能
祭
を
開
催
し
、
中
野
市
文
化
芸

術
協
会
に
加
盟
す
る
、
芸
能
部
門
17
団

体
が
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。　太

鼓
の
演
奏
や
、
子
ど
も
た
ち
の
バ

レ
エ
や
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
円
熟
さ

れ
た
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　ま
た
、11
月
11
日
（
土
）、12
日
（
日
）

に
は
、
文
化
展
を
開
催
し
、
芸
術
部
門

10
団
体
が
書
道
、
華
道
、
絵
画
、
写
真

な
ど
の
作
品
300
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
晩
秋
の
寒
い
天
候
で
し
た

が
、
来
館
さ
れ
た
約
500
名
の
皆
さ
ん
は
、

作
品
を
鑑
賞
し
芸
術
の
秋
を
満
喫
さ
れ

て
い
か
れ
ま
し
た
。

中
央
公
民
館

　北
部
公
民
館
は
、
10
月
28
日
（
土
）、

29
日
（
日
）
に
第
31
回
北
部
公
民
館
文

化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　作
品
展
で
は
、
科
野
小
学
校
と
科
野

地
区
か
ら
書
、
絵
画
、
盆
栽
、
写
真
な

ど
の
作
品
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
や
利
用
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
絵
手

紙
、
陶
芸
、
手
芸
な
ど
の
作
品
で
作
品

展
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、「
廃
線
か
ら
十
五
年
な
つ
か

し
の
木
島
線
」と
題
し
特
別
展
も
行
い
、

木
島
線
の
写
真
を
見
て
懐
か
し
む
方
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　芸
能
祭
で
は
、
謡
曲
演
劇
、
ダ
ン
ス
、

ウ
ク
レ
レ
、
マ
ジ
ッ
ク
、
合
唱
、
吹
奏

楽
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
な
ど
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
揮
し
、
来
場
者
へ
楽
し
さ

と
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
整
体
や
点
前
茶
席
な
ど
も
あ

り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

北
部
公
民
館

北
部
公
民
館
　文
化
祭

特別展～廃線から15年
なつかしの木島線

中
央
公
民
館
　芸
能
祭
・
文
化
展

来館者の目を楽しませた生花 子どもたちの元気な演技

力強い作品が出品された書道

赤岩高社組
「謡曲演劇」

レク・ダンス
「ダンス」

ハワイアントリオ／ボランティアフラサークル なでしこ
「ウクレレ・フラダンス」
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公民館 の文化祭～来てよかったね、また来たいね～

　西
部
公
民
館
で
は
、11
月
４
日
（
土
）

５
日
（
日
）
の
２
日
間
、
第
27
回
文
化

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　作
品
展
示
は
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
。

地
域
の
方
、
当
館
で
活
動
し
て
い
る
団

体
、
当
館
主
催
の
講
座
参
加
者
、
高
丘

小
学
校
児
童
、
中
野
平
中
学
校
生
徒
、

つ
ど
い
苑
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
出
品

さ
れ
た
、
立
体
工
作
や
焼
き
物
な
ど
、

多
種
多
彩
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　５
日
（
日
）
の
芸
能
発
表
で
は
、
琴

と
尺
八
の
演
奏
で
始
ま
り
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
や
舞
踊
な
ど
18
の
演
目
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
人
生
の
大
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
、
老
若
男
女
が
多
数
参
加
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ

く
５
日
（
日
）
に
点
前
茶
席
が
あ
り
、

大
勢
の
方
が
お
抹
茶
で
の
お
も
て
な
し

を
体
験
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
玄
関
前
で
は
安
源
寺
子
供
会

が
植
え
た
花
々
が
来
館
者
を
出
迎
え
ま

し
た
。

西
部
公
民
館

豊
田
公
民
館

　豊
田
公
民
館
で
は
、
第
13
回
豊
田
公

民
館
文
化
祭
を
10
月
13
日
（
金
）
か
ら

15
日
（
日
）
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　文
化
祭
で
は
、
各
種
サ
ー
ク
ル
等
の

皆
さ
ん
に
よ
る
作
品
展
や
体
験
交
流
広

場
を
例
年
通
り
開
催
し
た
ほ
か
、
今
年

度
は
新
企
画
で
あ
る
「
ホ
ー
ル
開
放
」

も
実
施
し
、
訪
れ
た
多
く
の
方
か
ら
好

評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終

日
の
「
音
楽
祭
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
一

年
間
の
活
動
成
果
が
遺
憾
無
く
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

　こ
の
地
域
を
中
心
に
活
動
す
る
皆
さ

ん
は
、
文
化
祭
も
含
め
公
民
館
行
事
へ

の
積
極
的
な
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
総
員

で
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
鋭
意
努
力
を

重
ね
、
最
終
的
に
は
そ
の
目
的
を
相
当

に
高
い
レ
ベ
ル
で
達
成
し
、
そ
れ
を
誇

り
や
喜
び
と
し

て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　公
民
館
文
化

祭
は
、
制
度
に

峻
別
さ
れ
な
い

活
動
を
自
発
的

に
推
進
で
き
る

場
で
あ
り
、
地

域
社
会
の
様
々

な
特
性
や
可
能

性
を
具
現
で
き

る
場
で
あ
る
と

い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

地
域
社
会
の
特
性
や
可
能
性
を
具
現子どもたちに人気だった消防士体験

毎年好評の作品展＆体験交流広場

音楽祭（豊田中学校３年生による合唱）

西
部
公
民
館
　文
化
祭

スポットライトをあてての舞踊華やかな衣装で成果を披露

安源寺子供会が植えた花々一期一会の会による点前茶席
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。
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ふ
る
さ
と
の
歴
史

　ど
こ
の
村
に
も
祭
り
が
あ
る
。

山
に
い
る
神
に
、
春
に
は
山
か

ら
里
に
降
り
て
農
作
物
を
見
守

っ
て
も
ら
い
、
秋
に
は
豊
か
な

実
り
を
感
謝
し
、
村
中
で
喜
び

合
い
、
ま
た
山
へ
帰

っ
て
も
ら
う
。
こ
れ

が
春
、
秋
の
祭
り
で

あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
神
社

は
地
域
住
民
の
共
同

生
活
の
中
か
ら
生
み

出
さ
れ
、
地
域
の
生

産
と
生
活
を
守
る
鎮

守
と
し
て
祭
ら
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、

地
域
の
生
産
活
動
の

リ
ズ
ム
と
密
接
に
結

び
つ
き
な
が
ら
維
持

さ
れ
て
き
た
と
い
え

る
。

　田
麦
の
神
社
や
堂ど

う

宇う

を
正
徳

元
年
（
一
七
一
一
）
村
差
出
明

細
帳
に
よ
れ
ば
、
諏
訪
宮
、
飯

縄
宮
、
神
明
宮
、
観
音
堂
、
十

王
堂
な
ど
が
あ
る
。

　明
治
元
年
、
神
仏
分
離
令
が

出
さ
れ
、
神
と
仏
を
峻
別
し
神

道
が
国
教
化
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

由
緒
不
明
の
社
や
堂
宇
な
ど
は

整
理
さ
れ
た
。

　日
露
戦
下
で
神
社
は
戦
勝
祈

願
、
武
運
長
久
祈
願
に
よ
り
、

国
民
の
生
活
と
新
し
い
分
野
で

結
び
つ
き
を
作
り
出
し
た
。
こ

の
よ
う
な
機
運
の
中
で
明
治

三
九
年
か
ら
神
社
の
大
々
的
統

廃
が
な
さ
れ
た
。
長
丘
村
で
は

同
四
二
年
、
壁
田
、
厚
貝
、
田

麦
、
七
瀬
、
大
俣
そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
を
壁
田
城
山
に
長
丘
神
社

と
し
て
統
合
し
た
。
統
合
は
し

て
み
た
が
不
都
合
な
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
出
て
き
た
。

　距
離
的
問
題
、
各
地
区
祭
礼

の
方
法
的
差
異
、何
よ
り
も「
お

ら
ほ
う
の
お
宮
」
と
い
う
所
属

意
識
の
希
薄
さ
な
ど
で
あ
る
。

　そ
の
結
果
、
旧
神
社
の
建
物

を
残
し
て
お
い
た
田
麦
と
大
俣

は
そ
れ
を
使
い
、
以
前
と
同
じ

よ
う
に
祭
り
を
行
い
、
国
民
全

体
の
祝
日
の
よ
う
な
場
合
の
み

長
丘
神
社
へ
参
拝
し
た
。
こ
の

よ
う
な
変
則
的
な
参
拝
が
昭
和

三
四
年
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。

（
松
沢
　邦
男
）

田麦神社のうつり変わり

なかの21市民講座

中野市
市民会館ホール

なかの21市民講座運営委員会

平成30年

１月20日土

主催

午後３時～４時30分（開場２時30分）

問い合わせ先 中野市中央公民館　中野市三好町一丁目４番27号　TEL（0269）22－2691

「なかの21市民講座」は、21世紀のこれからを
どのように生きていったらよいかを考える講座です。

羽
生
善
治

日
本
将
棋
連
盟
棋
士
、
永
世
名
人

講
演
会

氏

テーマ

先
見
力
と
決
断
力

羽生善治　プロフィール
1970年　埼玉県所沢市出身。６歳から将棋を始める。
1982年　６級で二上達也九段に入門。
1985年　15歳でプロ入り。
1989年　初タイトル竜王を獲得。
1996年には７つのタイトルをすべて獲得した。
名人、棋聖、王座、王位、棋王、王将の６つの永世資格を持つ。
（襲名は引退後。）

入場
無料
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今月の伝言板

講　座　名 日　時 場　所 講　師 備　　　考
中
央
公
民
館

公民館ギャラリー　水彩画展　中野みずゑ会　12月１日㈮～ 12月28日㈭

北  

部  

公  

民  

館

みんないきいき！
北部生きがい大学
【公開講座】
箏～新春・邦楽のしらべ
＜内容＞箏の繊細な美し
い音色の演奏会です。

１月９日㈫
午後１時30分～３時 北部公民館 ことの音会の

皆さん

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要
＜その他＞どなたでもお気軽に
ご参加ください。

寒い冬こそ！
スポーツ吹矢と
健康講話【冬期】
＜内容＞健康講話と腹式
呼吸法を使ったスポーツ
吹矢を行います。

１月22日、２月26日、
３月12日、３月26日

（全４回　毎回月曜日）
午前10時～正午

北部公民館

特定非営利活動
法人ホリスティ
ックマイスター
協会理事長（理
学博士）
中嶋　研二 さん

＜定　員＞20名程度
＜受講料＞100円（初めての方
のみ。マウスピース代）
＜持ち物＞上履き、運動のでき
る服装、飲み物

西

　部

　公

　民

　館

シニア大学（第１回）
こころを癒す
　　　　音楽講座

12月8日㈮
午後１時30分～３時 西部公民館

声楽家・作曲家
・清泉女学院短
期大学　教授
山﨑　　浩 先生

＜対　象＞どなたでも（市内在住）
＜受講料＞無料
＜申込み＞随時受付中

シニア大学（第２回）
脳卒中について

12月15日㈮
午後１時30分～３時 西部公民館

ＪＡ長野厚生連
北信総合病院
神経内科
高橋　佑介 先生

＜対象＞どなたでも（市内在住）
＜受講料＞無料
＜申込み＞随時受付中

シニア大学（第３回）
無理なくできる、
　　のびのび体操

12月22日㈮
午後１時30分～３時 西部公民館

ＮＰＯ法人
ながの健康
サポートセンター
黒岩あずさ 先生

＜対象＞どなたでも（市内在住）
＜受講料＞無料
＜申込み＞随時受付中

シニア大学（第４回）
新春邦楽の調べ

平成30年1月5日㈮
午後１時30分～３時 西部公民館

正派生田流
大師範
本田雅瑞慧 先生

＜対象＞どなたでも（市内在住）
＜受講料＞無料
＜申込み＞随時受付中

豊
田
公
民
館

伝統行事
ものづくり体験
＜内容＞どんど焼きに持
って行く、団子かざりを
つくりましょう。

１月６日㈯
午前10時～11時（前半）
午前11時～12時（後半）

温泉公園
もみじ荘

信州中野ふるさ
と交流団のみな
さん

＜定　員＞40名（※前半20名、
後半20名）
＜材料費＞100円
＜持ち物＞はさみ、エプロン、
お盆（※団子をこねます）
＜締　切＞12月25日㈪まで

講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/kouminkan/

平成30年度

　平成30年度の成人式は、平成30年
５月４日（みどりの日）に中野市市民
会館を会場に開催する予定です
　対象者は平成９年４月２日～平成
10年４月１日生まれの方です

　一生に一度の思い出に残る成人式
を自分たちの手でプロデュースして
みませんか
対象　11 月から月１～２回程度、 
　　　平日夜の会議に出席可能な方
内容　中野市公民館と協力し、成人式
　　　の企画運営や当日の受付、進行
　　　などに従事していただきます
申込み　随時受付中
問合せ　中央公民館　☎22-2691

の
お知らせ成 人 式 成

人
式
実
行
委
員
募
集
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こ
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降
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祭
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午後１時30分～３時 西部公民館
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・清泉女学院短
期大学　教授
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＜申込み＞随時受付中
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脳卒中について
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高橋　佑介 先生

＜対象＞どなたでも（市内在住）
＜受講料＞無料
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って行く、団子かざりを
つくりましょう。

１月６日㈯
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後半20名）
＜材料費＞100円
＜持ち物＞はさみ、エプロン、
お盆（※団子をこねます）
＜締　切＞12月25日㈪まで
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　平成30年度の成人式は、平成30年
５月４日（みどりの日）に中野市市民
会館を会場に開催する予定です
　対象者は平成９年４月２日～平成
10年４月１日生まれの方です

　一生に一度の思い出に残る成人式
を自分たちの手でプロデュースして
みませんか
対象　11 月から月１～２回程度、 
　　　平日夜の会議に出席可能な方
内容　中野市公民館と協力し、成人式
　　　の企画運営や当日の受付、進行
　　　などに従事していただきます
申込み　随時受付中
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　桜
沢
区
で
は
毎
年
９
月
、
区

民
全
員
参
加
の
区
民
運
動
会

（
本
年
度
で
24
回
目
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　当
初
は
、
２
㎞
走
や
綱
引
き

な
ど
、
比
較
的
き
つ
い
競
技
も

あ
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
化

（
少
子
高
齢
化
）
と
共
に
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
玉
入

れ
や
大
縄
跳
び
に
変
わ
り
ま
し

た
。

　横
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き
て
い
る
昨

今
、
運
動
会
は
、
区
民
と
区
民
の
絆
を
深

め
る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

編
集
委
員

　竹
内

　裕
助)

優冬桜／東山（ゆもとかずえ）

秋祭り～高杜神社の山車～／赤岩（ロック・シップ） 一本木公園の初秋／一本木(畔)

虹と古牧橋／柳沢（小林） ノアザミ／草間山（宮澤）

　文化なかの編集委員会では、中野市内の花や季節の写真
を募集します。未発表で最近の写真に

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

限ります
4 4 4 4

。
　氏名、住所、連絡先、作品名、撮影場所、花の名前等を書き送ってください。匿名希望やペ
ンネーム掲載はその旨をお伝えください。随時募集！

〠３８３-００２５ 中野市三好町一丁目４番27号　☎22－2691
Ｅメール c-kominkan@city.nakano.nagano.jp

宛先 中央公民館花と季節の写真募集

　
　
　
　
　玉
入
れ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

地
域
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
舞
姫
た
ち


